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災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
（
1
7

1
）
は
、
地
震
な
ど
の
災
害
の
発

生
に
よ
り
、
被
災
地
に
電
話
が
集

中
し
、
つ
な
が
り
に
く
い
状
況
が

発
生
し
た
場
合
に
提
供
が
開
始
さ

れ
る
声
の
伝
言
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
こ
れ
は
N
T
T
東
日
本
が
提
供

し
、
被
災
地
域
内
の
電
話
番
号
を

入
力
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
音
声
に

よ
り
録
音
・
再
生
す
る
サ
ー
ビ
ス

で
、
安
否
の
確
認
や
、
避
難
場
所

の
報
告
な
ど
に
つ
い
て
、
電
話
番

号
に
残
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
利
用
方
法
は
「
１
７
１
」
を
ダ

イ
ヤ
ル
し
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ

て
操
作
す
れ
ば
、
誰
で
も
簡
単
に

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
N
T
T
東
日
本
で
は
、
毎
月
1

日
に
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
体
験
が
で

き
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
家
族
で
利

用
方
法
を
実
際
に
確
認
し
、
日
ご

ろ
か
ら
「
１
７
１
」
の
活
用
に
つ

い
て
相
談
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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⑭
忘
れ
て
「
 １
  ７
  １
 」

い
 
な
 
い
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ま
た
一
つ
市
に
文
化
拠
点
が
誕
生

　
  　
　
　
　
　
　
　
髙
倉
勝
子
美
術
館
「
桜
小
路
」
開
館

　
登
米
町
出
身
の
日
本
画
家
髙
倉

勝
子
さ
ん
の
作
品
を
展
示
す
る

「
髙
倉
勝
子
美
術
館
『
桜
小
路
』」

が
完
成
し
、　

月
４
日
に
オ
ー
プ

１０

ン
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
関
係
者
ら
約
　
人
が

８０

参
加
し
て
行
わ
れ
、
市
長
は
「
市

民
が
集
い
、
親
し
む
芸
術
拠
点
と

し
て
活
用
し
、
地
域
の
交
流
の
和

が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
ま

た
、
髙
倉
さ
ん
は
「
生
ま
れ
故
郷

で
あ
る
、
登
米
町
に
美
術
館
を
開

関係者によってテープカットが行われました

館
さ
せ
て
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

た
く
思
い
ま
す
。
今
後
も
命
あ
る

限
り
描
き
続
け
、
祖
先
が
眠
る
古

里
に
少
し
で
も
恩
返
し
が
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
」
と
寄
贈
に
関
し

て
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
髙
倉
さ
ん
や
関
係
者

ら
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ

れ
美
術
館
が
開
館
し
ま
し
た
。

　
同
館
は
、
教
育
資
料
館
や
警
察

資
料
館
な
ど
明
治
時
代
の
建
物
が

並
ぶ
「
み
や
ぎ
の
明
治
村
」
の
一

角
に
建
て
ら
れ
、
周
囲
の
景
観
に

合
わ
せ
た
蔵
造
り
風
の
外
観
で
、

常
設
展
示
室
と
収
蔵
庫
、
文
化
活

動
な
ど
に
利
用
す
る
多
目
的
室
な

ど
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
館
内
に
は
自
ら
の
被
爆
体
験
を

描
い
た
「
原
爆
の
図
」
３
部
作
な

ど
を
は
じ
め
、　

点
の
作
品
が
常

５４

設
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
開
館
に
先
立
ち
、

と
よ
ま
秋
祭
り
の
開
催
に
合
わ
せ

９
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
、
見
学

１９

３０

料
無
料
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

オープン式典であいさつをする髙倉さん

館内には絵本の原画なども展示されています

登米市の自然
環境を守ろう

第１期登米市
環境教育リーダー育成講座

　
地
域
や
職
場
で
、
環
境
学
習
活

動
や
環
境
保
全
活
動
を
率
先
し
て

行
う
た
め
、
そ
の
知
識
や
方
法
を

専
門
家
か
ら
学
び
、
実
践
で
き
る

環
境
教
育
指
導
者
（
リ
ー
ダ
ー
）

を
育
成
す
る
た
め
「
平
成
　
年
度

２１

第
１
期
登
米
市
環
境
教
育
リ
ー

ダ
ー
育
成
講
座
」
が
９
月
　
日
、

２９

市
役
所
南
方
庁
舎
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
全
国
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
競
走
施
行
者
協
議
会
か
ら

の
助
成
を
受
け
実
施
さ
れ
た
も
の

で
、
第
１
回
講
座
で
は
講
座
全
体

に
つ
い
て
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
や
環
境
課
職
員
に
よ
る
「
登
米

市
環
境
基
本
計
画
」
に
つ
い
て
の

説
明
、「
環
境
教
育
っ
て
な
に
？
」

と
題
し
た
宮
城
教
育
大
学
附
属
環

境
教
育
実
践
研
究
セ
ン
タ
ー
の
村

宮城教育大学村松教授による環境教育についての講話

松
教
授
に
よ
る
環
境
教
育

に
つ
い
て
の
講
話
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
講
座
に
は
、
夜
間
の
講

座
に
も
関
わ
ら
ず
、
地
域

で
環
境
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
多
く
の
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
講
座
は
全
７
回
の
開
催

を
予
定
し
て
い
て
、
今
後
、

１
月
の
閉
講
式
ま
で
に
市

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
見

学
や
平
筒
沼
い
こ
い
の
森

自
然
観
察
会
、
グ
ル
ー
プ

研
究
な
ど
の
ほ
か
、
地
球

温
暖
化
対
策
、
水
質
の
調

査
方
法
な
ど
に
つ
い
て
学

習
し
ま
す
。

さ
く
ら
 こ
 う
 じ


